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本研究では，リゾート発祥のヨーロッパに本社を構える株式会社クラブメッドが運営する 2 施設を対象

とした．そして，トリップアドバイザーへ投稿された口コミからリゾート地行動に関する記述のある投稿

を抽出し，それらを学生の学習到達状況を評価するための評価基準であるルーブリック表を用いて分類を

行った．その結果， 北海道トマムよりもタイプーケットの方が自ら選んで何もしない行動の種類が多く，

リゾート誕生時の保養や社交の場に近い行動がみられた．また，それらの行動は人との交流と自然環境を

利用した施設に分類されることが多く，かつ能動的な行動に当てはまりやすいことがわかった． 
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1. はじめに 
 
リゾート「Resort」は，古フランス語の 「resortir」が
語源で「足繁く通う」という意味を持ち合わせている 1)．

その「リゾート」の発生はヨーロッパにあるとされ，医

学的に望ましい温泉地と海浜からリゾートが発生した．

中世末期には，一部の特権階級，貴族のあいだで，気候

条件の厳しいヨーロッパからの避暑，避寒などの行為が

風習化した．第一次世界大戦以降では社会革命により，

大衆に浸透していき，リゾートが一般市民へと広がって

いったとされる． 
一方，わが国におけるリゾートに目を向けてみると，

バブル景気に沸いた 1980年代に入ると，国民の自由時
間の増大や生活様式の多様化に伴い，国民の誰もが利用

できる広域的な総合保養地域の整備が叫ばれるようにな

った．そして，1987（昭和62）年には総合保養地域整備
法，いわゆるリゾート法が制定された．しかしながら，

バブル崩壊による景気後退がみられ，社会経済情勢が大

きく変化した．そのことも一因となり，先述の法律が施

行された後に開発が計画され，押し進められた関係施設

の多くが経営悪化等の問題を抱えた．さらに，手探り状

態で余暇施設等の整備が始められたこともあり，現在で

も日本におけるリゾートの概念が未だに定着していない

と考えられる． 
 
 
2.  日本と欧米4ヶ国の休暇旅行形態の比較 

 
1988（昭和63）年の資料注1)とはなるが，わが国と欧米

4ヶ国の年間平均宿泊日数を図-1に示した 2), 3)．わが国の

年間平均宿泊日数が 3.4日に対して，1 章でも述べたリ

ゾートの発祥とされているヨーロッパの中でも，フラン

スの年間平均宿泊日数が 29.2日であり，日本の約 9倍に
昇った． 
そこで本研究では，年間平均宿泊日数が欧米のなかで

も突出して多いフランスのリゾート地ではどのように過 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 日本と欧米4ヶ国の休暇旅行形態の比較 2), 3) 
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３．研究目的・方法

新型コロナウイルス感染症蔓延以前の
投稿

（本研究の対象期間）

2017年12月～2019年12月

116件
何かしらの過ごし方に関する

記述のある投稿

114件

114件のうち，
何かしらの過ごし方を示すキーワード

378個

新型コロナウイルス感染症蔓延以前の
投稿

（本研究の対象期間）

2017年12月～2019年12月

258件
何かしらの過ごし方に関する

記述のある投稿

254件

254件のうち，
何かしらの過ごし方を示すキーワード

1,210個

ルーブリック表 を用いて分類

クラブメッド北海道トマムのページ

日本語 (2022/9/15 時点)

クラブメッドタイプーケットのページ

フランス語 (2022/12/19 時点)

ごしているのか，リゾートにおける過ごし方の実態に迫

り，リゾート地行動の能動性について考察を行った． 
 
 
3. 研究対象 

 
本研究の対象は，ここまで述べてきたリゾートの発祥

であるとされるヨーロッパかつ年間平均宿泊日数の長い

フランスのパリに本社を構え，そのヨーロッパ最大のリ

ゾート施設を展開する株式会社クラブメッドに着目した． 
 
(1)  株式会社クラブメッドの概要 

1951（昭和26）年，シェラール・ブリッジとジルベー

ル・トリガノの 2人によって株式会社地中海クラブが設

立された．フランスのパリに本社を構えるヨーロッパ最

大のレジャー施設でもあり， 
「各地の風土，自然を活かして設備投資を押さえ，創意

工夫によるレクリエーションの場の提供」  
という設立主旨のもと，「滞在型レクリエーションを通

じてのクラブ活動」 を目的としている．なお，2006（平
成 18）年には，株式会社地中海クラブから株式会社ク

ラブメッドに社名を変更した注 2)．次節以降では，本研

究の対象とした 2施設の現況を示した． 
 
(2)  クラブメッド 北海道 トマムの概況 

クラブメッド 北海道 トマムでは，夏と冬の 2 シーズ

ンで営業を行っている．夏には北海道の大自然と絶品グ

ルメを楽しめ，冬は極上のパウダースノーを楽しめるリ

ゾートである注3)． 
 

(3)  クラブメッド タイ プーケットの概況 

クラブメッド タイ プーケットは，豊かな自然に囲ま

れ，ビーチや繁華街にも近いリゾートで，ショッピング

やナイトライフを楽しむことも可能である．敷地内には，

6 面のテニスコート，9 ホールのゴルフ用ショートコー

スも用意されている注4)． 
 
 

4. 研究の目的と方法 

 
(1)  研究の目的 

本研究では，クラブメッドのホームページに掲載され

ているオンライン旅行代理店「トリップアドバイザー」

の口コミを対象とした．そして，3 章で示したクラブメ

ッド 北海道 トマム において日本語で投稿された口コミ

とクラブメッド タイ プーケットにおいてフランス語で

投稿された口コミから，「過ごし方」を示したキーワー

ドを抽出した．換言すれば，日本語を母国語とする口コ

ミ（日本人）とフランス語を母国語とする口コミ（フラ

ンス人）を比較することによって，リゾート地における

過ごし方の実態を明らかにすることを目的とした． 
 

(2)  研究方法 

本研究で対象としたトリップアドバイザーへ投稿され

た口コミを抽出した期間は，新型コロナウイルス感染症

が蔓延する以前の 2017（平成 29）年 12月から 2019（令

和元）年 12 月とした．その結果，クラブメッド 北海道 
トマムは 116件，クラブメッド タイ プーケットからは

258件の口コミを抽出することができた（図-2）． 
それら抽出した口コミのなかから，「リゾート地行動

に関する記述のある投稿」のみを対象としたところ，ク

ラブメッド 北海道 トマムは 114件，クラブメッド タイ 
プーケットは 254件となった． 
さらに，その口コミからリゾートでの過ごし方を示し

たキーワードを抽出すると，クラブメッド 北海道 トマ

ムで 378個，クラブメッド タイ プーケットは 1,210個で
あった．本研究では，これらのキーワードを対象とし，

ルーブリック表を用いて分類を行った（図-2）． 
 

(3)  研究の位置づけ 

ここで，リゾート地をテーマとした既往研究を整理し

ておくと，まずはわが国で馴染みがなかったリゾート地

に対するイメージに着目した研究が挙げられる．堀越ら
4)は，ユーザー側のリゾート地に対するイメージは「非

日常的なアメニティーの高い空間に滞在しリラックスす

る」という単一的な共通イメージが存在していたことを

明らかにした．一方，従来の観光地には「にぎやかな」

イメージがあるものの，共通性が少なく拡散的で多様で

あることも示した．小早川ら 5)は，日本において旅行商

品として販売されている海外の海浜・海洋リゾートがど

のようなイメージでアピールされているかに着目した．

その結果，「多彩に充実したスポーツ」「海やビーチの

美しさ」「施設依存型スポーツ」「自然依存型スポーツ」

「おいしい食事」がリゾートイメージであった．併せて，

そのリゾートイメージを 6つのタイプへ分類も行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 本研究で対象とした口コミの抽出方法 
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行動
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また，春名ら 6)はわが国のリゾート開発を行う際の一助

として，満足度算出モデルを構築して消費者のアーバン

リゾート施設選択に対する意思決定構造を明らかにした．

その結果，リゾート開発事業では多様な施設内容の複合

化と施設規模の拡大が最も有効と結論づけた． 
次に，総合保養地域整備法に関連する論文がみられた．

浦田ら 7)はリゾート計画に携わるプランナーの意識とし

て，人々のライフスタイルを総合的にコーディネートす

る資質で魅力的なライフスタイルを提案して欲しいとの

見解が述べられた．さらに，前出の法律に対する事後評

価を行う論文がみられた．河口ら 8)は総合保養地域整備

法に基づいて基本構想が承認された特定地域のなかの重

点整備地区に着目して，その特性，事業の進捗と停滞の

要因を明らかにした．梅川ら 9)は，総合保養地域整備法

が制定されてから 10年が経ち，その法律が果たした役

割と課題を 3つの期に分けて概観した．今後に向けた展

望として，地域の自然や文化，歴史を十分に活用したリ

ゾートづくり，わが国では未成熟なリゾート産業を支援

する組織や機関の必要性，「年に少なくとも一回は家族

そろって 1週間程度リゾートで滞在する」ライフスタイ

ルの浸透に向けた需要喚起策も示された．法律が制定さ

れてわずか 10年余で，現在でも議論されているリゾー

トの問題点や課題が示されていたのは大変興味深い内容

であった．さらに，小谷 10)らによっては「リゾート」の

定義，あるいはキーワードとして全国紙の社説や専門誌

でどのように取り上げられてきたのかを整理したものも

あった． 
最近では，日本交通公社 1)によれば， 
「リゾート整備の本質は単体のスキー場やゴルフ場，テ

ーマパークといった施設を開発，建設することにある

のではなく，ある「ところ」に滞在し，普段と違う

「生活」を楽しむことのできる空間を整備することで

あり，その基本となるのは“滞在・居住施設およびそ

の環境である．”」 
と述べられるようにはなってきた．しかしながら，ここ

で述べられたリゾートにおける普段と違う「生活を楽し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 本研究で設定したルーブリック表とリゾートの概念 

む」ということは一体何なのか，その点については未だ

定義されていないといえる．筆者らは，お仕着せで与え

られたプログラムを選択するのではなく，能動的に何か

をすることがリゾート地における滞在の本質であると考

える． 
ここまでリゾートをテーマとした既往研究をまとめて

きたが，リゾート全体をどのような空間を設えれば良い

のか，滞在者の行動に着目した具体策などが示された論

文は見当たらない現状にあった． 
 
 

5.  リゾート地行動に対するルーブリック表の 

 適用 

 
(1)  ルーブリックとは 

文部科学省注5)によれば，ルーブリックとは「目標に

準拠した評価」のための「基準」つくりの方法論をいう． 
そして，その評価を行う場合にはルーブリック表を用

いる場合が多い．そのルーブリック表の縦軸には「学生

が何を学習するのか」を示す評価規準，表の横軸には

「学生が学習到達しているレベル」を示す具体的な評価

基準をマトリクス形式で示す評価指標である（図-3）． 

本研究では，ルーブリック表にリゾート地行動をあて

はめ，その特徴を考察した． 

 

(2)  評価規準（ルーブリック表の縦軸） 
本研究で抽出したリゾートでの過ごし方を図-2で示し
た口コミのキーワードをもとに，評価規準に該当する縦

軸は「人との交流」「自然環境を利用した施設」「施設」

「観光資源」「その他」の5つを設定した（図-3）． 
 

(3)  評価基準（ルーブリック表の横軸） 
本研究で用いたルーブリック表は，面接で導入される

こともある．その際，横軸に該当する評価基準は「コン

ピテンシー・レベル」が設定される場合がある11)．これ

は，被面接者が行った過去の行動事実に対して，その行

動がいかに成果へつながる行動であったのか，その判断

を5段階のレベルで判断するものである．その内訳をみ

ると，「レベル5」はまったく新たな周囲にとっても意

味ある状況を作り出す行動，「レベル4」は独自の効果

的工夫を加えた行動，状況を変化させよう，打破しよう

という行動，「レベル3」は明確な意図や判断に基づく

行動，明確な理由のもと選択した行動，「レベル2」は
やるべきことをやるべきときにやった行動，「レベル1」
は部分的・断片的行動という5段階である． 
そこで，本研究でも上述した「コンピテンシー・レ

ベル」を参考に，横軸の評価基準を設定した（図-3）．
その内訳として，「能動行動①」は自らの選択で何もし 
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表-1 ルーブリック表にあてはめた2施設のリゾート地行動に関する口コミ集計結果 

 
ない，「能動行動②」は自ら進んで行動を起こす，「通

常行動」は用意された活動を選択して実施する，「受動

行動」は用意された活動を享受するだけの 4段階を設定
した（図-3）． 
なお，自ら進んで行動を起こす「能動行動②」より

も自らの選択で何もしない「能動行動①」の重要度を高

くしている．その理由は，図-3 の下部で示したリゾー
トの根本的な概念である「保養」や「療養」は「何もし

ない」行動に近しいことから，このように設定した． 
 

 

6.  投稿された口コミにみるリゾート地行動の 

 分類 

 
表-1には，リゾート地の過ごし方を示したキーワード

をルーブリック表にまとめた．その結果， 北海道 トマ

ムよりもタイ プーケットの方が自ら選んで何もしない

「能動行動①」が多かった．自ら進んで行動を起こす

「能動行動②」では，クラブメッド 北海道 トマムとク

ラブメッド タイ プーケットの両方で人との交流を伴う

行動が多かった．これは後述するG.O.との関係が過ごし

方に影響を与えていたとみられる．用意された活動を選

択して実施する「通常行動」では，クラブメッド 北海
道 トマムとクラブメッド タイ プーケットの両方で，評

価規準として設定した5項目すべてに該当するリゾート

での過ごし方がみられた． 
 

(1) 「能動行動①」に分類されたリゾート地行動 

「能動行動①」は，自らの選択で何もしないものが該

当した．表-2 をみると，クラブメッド 北海道 トマムよ

りもクラブメッド  タイ プーケットの方が行動の種類が

多く，利用者の好む場所や時間を自由に選択して過ごし

ていることが明らかとなった． 
クラブメッド 北海道 トマムの口コミに目を向けると， 
「のんびり，何もしない贅沢を味わえる場所です」 
とあり，「のんびり」や「何もしない」といった記述が

みられた．一方のクラブメッド タイ プーケットは， 
「ビーチは素晴らしく，壮大な夕日を見に行けます．大

人用プールは小さめですが，庭園とその植栽は壮大で 

 

 

表-2 「能動行動①」に該当した 
 リゾート地行動のキーワード一覧 

表-3 「能動行動②」に該当した 
 リゾート地行動のキーワード一覧 

 
 

 評 価 基 準 能 動 行 動 ① 能 動 行 動 ② 通 常 行 動 受 動 行 動 

 施設名 トマム プーケット トマム プーケット トマム プーケット トマム プーケット 

評 

価 

規 

準 

人との交流 0 0 106 288 24 36 43 49 
自然環境を利用した施設 0 71 0 0 23 40 2 0 
施設 0 6 0 9 57 294 31 57 
観光資源 0 0 0 0 43 219 15 46 
その他 8 13 4 1 22 81 0 0 

 合  計 8 90 110 298 169 670 91 152 

能 動 行 動 ① 
（括弧内の数字はリゾート地での過ごし方を示したキーワードの個数） 

 北海道トマム タイプーケット 

人との 

交流 
該当なし（0） 該当なし（0） 

自然 

環境を 

利用 

した 

施設 

該当なし（0） 

・庭園 （29） 
・パラソル／ 
 ビーチマット （17） 
・デッキチェア （11） 
・公園 （9）  
・夕日を眺める （2） 
・海／波を眺める （2） 
・日光浴 （1） 

施設 該当なし（0） ・プールサイド （6） 
観光 

資源 
該当なし（0） 該当なし（0） 

その他 

・ゆったり過ごす （2） 
・のんびり過ごす （2） 
・リラックス （2） 
・何もしない （1）  
・くつろぐ （1） 

・リラックス （8） 
・静かに休む （2） 
・怠惰 （2） 
・リフレッシュ （1） 

能 動 行 動 ② 
（括弧内の数字はリゾート地での過ごし方を示したキーワードの個数） 

 北海道トマム タイプーケット 

人との 

交流 

・G.O.とコミュニ 
 ケーション （82） 
・バー （14） 
・ショーに参加する （6） 
・客同士のコミュニ 
 ケーション （3） 
・バーベキュー （1） 

・G.O.とコミュニ 
 ケーション （214） 
・バー （65） 
・客同士のコミュ 
 ニケーション （7） 
・ラウンジ （2） 

自然 

環境を 

利用 

した 

施設 

該当なし（0） 該当なし（0） 

施設 該当なし（0） 
・Zenスペース （7） 
・ビリヤード （1） 
・ダーツ （1） 

観光 

資源 
該当なし（0） 該当なし（0） 

その他 

・自由に行動する （2） 
・読書 （1） 
・ドミノ （1） 

・ギター （1） 
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す．」 
と書かれており，「夕日を眺める」や「庭園」など，北

海道 トマムよりもタイ プーケットの方が具体な場所や

時間を示した記述がみられた． 
 
(2) 「能動行動②」に分類されたリゾート地行動 

自主的に行動を起こす「能動行動②」では，研究対象

とした 2施設とも「G.O.とコミュニケーション」を図る

行動が特に多かった．G.O.とは Gentle Organizerの略称で
あり，クラブメッドのスタッフのことである．そのG.O.
について，クラブメッド 北海道 トマムの口コミでは， 
「G.O.の方々はすごいフレンドリーで必ず挨拶をしてく

れますし一緒に食事をしたりお酒を飲んだりこんなこ

とってあるんだ．．．！って驚きの連続でした．（中

略）一般のお客さんともG.O.の方々とも沢山話せて楽

しかったです．」 
とあり，G.O.と一緒に食事をしながら交流したことだけ

ではなく，当該のG.O.を介した他の滞在者と交流を行っ

た過ごし方も記されていた． 
もう一方のクラブメッド タイ プーケットの口コミで

は， 
「そしてフレンドリーなパトリス！ジェニーの笑顔に感

謝します．（中略）また，非常に存在感がある笑顔の

ケビンにも感謝します！（中略）ステファノの素晴ら

しいコーヒーとリンとキムの笑顔で喜ばせるバーの雰

囲気．小旅行中には息を呑むような風景に出逢えて，

エリックとヴェラの賢明なアドバイスありがとう！」 
このように，G.O. の名前が口コミで列挙されており，そ

のG.O.と滞在者の間に深い関わりが発生していることが

わかった． 
研究対象とした口コミのなかで，G.O.との交流につい

て記述されていたのは，表-3 で示したようにクラブメ

ッド 北海道 トマムでは 82件／114件（約 71%），クラ

ブメッド  タイ プーケットが 214件／254件（約 84%）で
あった．研究対象とした 2施設では，7割以上の利用者

がG.O.に対する口コミを残していた． 
 

(3)  「通常行動」に分類されたリゾート地行動 

用意された活動を選択して実施する「通常行動」を分

類した．表-4で示したクラブメッド 北海道 トマムは 34 
種類，クラブメッド  タイ プーケットは 36種類の多様な

アクティビティが研究対象とした 2施設のリゾート地で
用意されていた． 
クラブメッド 北海道 トマムの口コミを示すと， 
「食事が美味しかった．ビュッフェですが，各コーナー

の食べ物がどれも外れがありません．（中略）スポー

ツアクティビティも充実，テニスコートは全米オープ

ンテニスのそれと同じサーフェスです．ほかではなか

なか体験出来ない空中ブランコ，ぜひ，挑戦してくだ

さい．」 
とあり，スポーツや空中ブランコなどの多彩なアクティ 
 

 
表-4  「通常行動」に該当した 
 リゾート地行動のキーワード一覧 

通 常 行 動 
（括弧内の数字はリゾート地での過ごし方を示したキーワードの個数） 

 北海道トマム タイプーケット 

人との 

交流 

・スキー／スノーボード 
レッスン （4） 

・イベントに参加 （4） 
・ヨガ （3） 
・パーティー （3） 
・料理教室 （3） 
・スクール／レッスン

 （2） 
・サーカスレッスン （2） 
・餅つき大会 （1） 
・ダンス （1） 
・カクテルづくり体験

 （1） 

・ヨガ （9） 
・ムエタイ体験 （7） 
・パーティ （6） 
・ダンス／ズンバ （6） 
・クレイジーサイン （4） 
・料理教室 （2） 
・スポーツ大会 （1） 
・スクール （1） 

自然 

環境を 

利用 

した 

施設 

・マウンテンバイク （9） 
・スキー／スノーボード

 （8） 
・ハイキング （2） 
・ラフティング （1） 
・サイクリング （1） 
・マウンテンスポーツ

 （1） 
・ツアーに参加する （1） 

・シュノーケリング

 （17） 
・スキューバダイビング

 （15） 
・アクアフィットネス

 （3） 
・ビーチバレー （3） 
・カヌー （2） 

施設 

・レストラン 
 ／ビュッフェ （19） 
・アーチェリー （12） 
・空中ブランコ （10） 
・テニス （9） 
・ジム／筋トレ （4） 
・フェンシング （1） 
・サッカー （1） 
・卓球 （1） 

・レストラン 
 ／ビュッフェ （149） 
・プール （40） 
・Zenプール （27） 
・ゴルフ （19） 
・空中ブランコ （17） 
・テニス （16） 
・アーチェリー （13） 
・サッカー （4） 
・ジム （4） 
・水泳 （2） 
・ペタンク （2） 
・卓球 （1） 

観光 

資源 

・ミナミナビーチ 
 ／プール （24） 
・木林の湯／大浴場

 （18） 
・アイスビレッジ （1） 

・ビーチ （119） 
・エクスカーション

 （62） 
・マーケット／市場

 （24） 
・Elephant Care Adventure
 （8） 
・パトン／パトン 
 マーケット （5） 
・トゥクトゥク （1） 

その他 

・アクティビティ （11） 
・フィットネス （6） 
・スポーツ （2） 
・ジャグリング （1） 
・ストレッチ （1） 
・エクスカーション （1） 

・スポーツ （29） 
・アクティビティ （24） 
・エンターテインメント

 （17） 
・フィットネス （6） 
・アニメーション （5） 
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ビティを紹介していた． 
他方，クラブメッド タイ プーケットの口コミは， 
「海に簡単にアクセスでき，多くのアジア料理とコンチ

ネンタル料理を楽しめるおいしい料理，大きなスイミ

ングプール，緑豊かな環境，たくさんのアクティビテ

ィ，とても素敵なG.O.がいますが，部屋は平均以上で

す．」 
とあり，クラブメッド タイ プーケットは，クラブメッ

ド 北海道 トマムと同様，具体的なアクティビティや料

理（食べること）に関する記述が多かった．また，タイ 
プーケットではムエタイ体験に加え，象に餌をあげたり

乗ったりすることができる体験型エクスカーションが用

意され，それらはタイを感じられるアクティビティやエ

クスカーションであることもわかった． 
ここまで述べてきたようなアクティビティを実施する

という観点では，次節で述べる「受動行動」に適用され

るが，本研究では「通常行動」として分類を行った．そ

の理由として，“多様な”選択肢のなかから“選んで”

参加する判断が含まれるため，これらのアクティビティ

を受動行動よりも能動的な「通常行動」に分類した． 
 
(4)  「受動行動」に分類されたリゾート地行動 

「受動行動」とは，用意された活動を享受するだけの

ものが該当した．表-5 で示した観光資源に着目すると，

クラブメッド タイ プーケットの方が観光資源の記述が

多かった．そのことから，クラブメッド タイ プーケッ

トの方がクラブメッド 北海道 トマムよりも地域との関

わりが深いと考えられる．そのクラブメッド タイ プー
ケットの口コミをみても， 
「プーケットの旧市街，大仏のある寺院，タイ料理の多

様なフルコースを楽しめるレストランの Blue Elephant 
Phuket，注目すべきサーカスショーを含む多くのアク

ティビティがあります．」 
とあり，具体な観光資源名が列挙されていた． 
次に，クラブメッド 北海道 トマムの口コミに目を移

すと， 
「滞在中に星野リゾートのミナミナビーチや雲海テラス

に行けるのも楽しい．子供達が小さい頃，マレーシア

のクラブメッドで毎年会っていたMikaがサーカスG.O.
となっていて，まさかの再会．素晴らしいショーを堪

能しました．」 
とあり，表-5で列記した観光資源名が示されていた． 
研究対象とした 2施設に共通していたものとして，受

動行動に含めた「ショー／サーカスを観覧する」や「託

児」に関する記述があった．前出のクラブメッド 北海
道 トマムの口コミのように「お世話になった G.O.がシ

ョーに出演するから」や「自分の子供がショーに出るか

ら観覧する」といった，「人との交流」によって生まれ 

表-5 「受動行動」に該当した 
 リゾート地行動のキーワード一覧 

 
た行動の場合もあり，一概に「受動」と言い切れない行

動もあった． 
 
 

7.  まとめ 

 
本研究では，リゾートの発祥であるとされるヨーロッ

パのフランスに本社を構える株式会社クラブメッドが運

営する北海道 トマムとタイ プーケットの 2施設につい

て書かれた口コミに注目し，そこでの過ごし方を示すキ

ーワードを抽出した．そして，それらのキーワードにつ

いて，ルーブリック表を用いて分類を行った． 
その結果，ルーブリック表を用いたことにより，リゾ

ート地においては能動的，受動的な行動を行っているの

かは，大きく 2つの特徴がみえてきた． 
1点目は，クラブメッド 北海道 トマムよりもクラブメ

ッド タイ プーケットの方が「自ら選んで何もしない」

行動の種類が多かった．2点目は，お世話になった G.O.
へのメッセージが多いことから，G.O.との関係が過ごし

方に影響を与えていた．これらの行動はそれぞれ，リゾ

ートが誕生した時の「保養」や「社交の場」の役割に近

い行動であるといえる． 
また，それらの行動は，ルーブリック表の縦軸に該当

する評価規準の項目の「人との交流」と「自然環境を利

用した施設」に分類されることが多く，かつルーブリッ

ク表の横軸で設定した評価基準のなかの能動的な行動に

当てはまりやすいことがわかった（表-1）． 
 

受 動 行 動 
（括弧内の数字はリゾート地での過ごし方を示したキーワードの個数） 

 北海道トマム タイプーケット 

人との 

交流 

・ショー／サーカスを 
 観覧する （43） 

・ショー／サーカスを 
 観覧する （47） 
・サプライズ （2） 

自然 

環境を 

利用 

した 

施設 

・打ち上げ花火を見る

 （2） 
該当なし（0） 

施設 

・託児 （29） 
・マッサージチェア （2） 

・託児 （44） 
・スパ （12） 
・音楽 （1） 

観光 

資源 

・雲海テラス／ゴンドラ

 （13） 
・ラベンダーファーム

 （1） 
・青い池 （1） 

・ピピ島 （13） 
・パンガー湾 （12） 
・寺院／大仏 （9） 
・マッサージ屋 （6） 
・船／船旅 （4） 
・ジェームズボンド島

 （2） 
その他 該当なし（0） 該当なし（0） 
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8.  考察 

 
7 章で示したように，ルーブリック表の縦軸で設定し

た評価規準のなかで，「人との交流」と「自然環境を利

用した施設」に分類される過ごし方は，横軸の評価基準

では能動的な行動に当てはまりやすい．リゾート地の発

展には，地域住民や滞在者同士の交流や地域の自然を楽

しむための装置が必要であると考えられる．さらに，こ

れから日本のリゾート地が発展していくためには，「住

民や滞在者同士の交流を生み出したり，地域の自然を楽

しんだりするための装置」や「自ら好きな行動を選択で

きる」ような，能動行動を引き出すための空間や施設整

備のマネジメントが必要である． 
本研究では，筆者らがトリップアドバイザーの口コミ

から客観的にリゾート地行動を判断した．しかし，行動

者自身がその行動を能動的と感じることが重要であると

思われる．その違いについては今後考察していきたい． 
 

NOTES 
注1) Hotels.com による調査によれば，2013 年の各国休暇

合計日数がまとめられている．研究対象としたフラ

ンスの有給休暇日数は 25 日に対し，日本は 10 日で

あった．いずれにせよ，日本よりもフランスの方が

休暇を取得している日数は多いものと思われる． 
注2) Travel vision：地中海クラブ，4 月から「クラブメッ

ド 」 に ， 社 名 と ブ ラ ン ド 名 を 統 一 ，

https://www.travelvision.jp/news/detail.php?id=23460 ，

日本語，2022.9.26閲覧. 
注3) TripAdvisor：「クラブメッド 北海道トマム」ページ, 

https://www.tripadvisor.jp/Hotel_Review-g1120868-
d13101783-Reviews-or405-Club_Med_Tomamu_Hok-
kaidoShimukappu_mura_Yufutsu_gun_Hokkaido.html, 
日本語，2022.9.15閲覧. 

注4) TripAdvisor：「クラブメッド タイ プーケット」ペー

ジ , https://www.tripadvisor.jp/Hotel_Review-g1215780-
d595720-Reviews-or1110-Club_Med_Phuket-Ka-
ron_Phuket.html, フランス語, 2022.12.19閲覧. 

注5) 文 部 科 学 省 ： 濱 名 委 員 説 明 資 料 ，

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/0
15/attach/1314260.htm, 日本語, 2022.9.26閲覧. 
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